
～アルバート認証取得について～



■BS-TBSにて毎月第３日曜 午前10:00～10:54放送中
■龍崎孝（ジャーナリスト/流通経済大学副学長・教授）、皆川玲奈（TBSアナウンサー）が
ゲスト1名を迎えてSDGｓについて話をうかがうトーク番組
※2022年3月20日放送 ゲスト：河瀨直美さん

■ミニコーナー「Action2030」では企業・団体の取り組みを紹介
★常駐の制作スタッフ５～６人、収録参加スタッフ20名前後、都内のハウススタジオにて収録

「Style2030 賢者が映す未来」について

★アルバート側
「国を超えた認証の要望に応える体制は
出来ていないため認証については今回限り」

（現在は認証取れず）

→SDGｓについて「伝える」だけではなく「行動する」ことは出来ないか。
環境に優しい番組作りをしよう！



■勤務しているスタッフの人数は？場所は？
■オフィスの消費電力量は？
ゴミ処理の方法は？（焼却・埋め立て・リサイクル）
→TBS局舎へ

■スタジオの面積・使用日数は？消費電力は？
→スタジオへ問い合わせ

■移動手段は？燃料は？距離は？
→とりまとめ・出演者に問い合わせ

■使用する紙の枚数は？再生紙かどうか？
発生するごみの量と種類は？
→紙とゴミの量を記録

■使用するバッテリーの種類と数は？照明の種類は？
→技術に問い合わせ

■弁当の個数と食材（肉・魚・野菜）は？
→業者への確認

■編集：編集所での消費電力量は？
→問い合わせ・算出

収録前
～Ca r bon Foo t P r i n t （CO2排出量の算定）

アルバートHP（copy）
→作業終了までに完成させて提出

https://calc.wearealbert.org/production-company/production/17531/details


アルバートHP（copy）

■出演者・スタッフに再利用可能なボトルの使用を促したか？
※マスト事項 →お願い・カップの用意

■タクシー使用するか？
Yesの場合：HV車や電気自動車の会社を選んだか？
→問い合わせ・予約

■ケータリング（弁当）を発注するか？
食材は環境への影響を考えて選んだか？→国産
ヴィーガンやベジタリアンだけにしたか？→NO
使い捨て容器を使っていないか？→回収容器＆箸

■持続可能でないふるまいを助長しない内容かどうか？
→記述式

■すべてのスタッフにグリーンメモを送りゴールを共有しているか？

収録前
～Ca r bonAc t i o nP l a n （ C O 2排出量削減のために）

→収録等の作業前に提出・確認へ

https://calc.wearealbert.org/production-company/production/17531/details


収録前
～Ca r bonAc t i o nP l a n （ CO 2排出削減のために）



・1回の放送で使用する紙は500枚以内を目指します。
台本や資料は基本的には両面印刷し、データでの共有を心がけます。

・在宅勤務やオンライン会議を活用し、不要な移動を減らします。
・小道具はできるだけスタジオ備え付けの品やレンタル品を使用します。
・スタッフは出来るだけタクシーを使わず、電車移動を行います。
タクシーはハイブリッド車を選択するようにします。

・本などの資料は出来るだけ中古で購入します。

★スタッフはアルバートのオンライントレーニングを受け、
CO２排出削減のノウハウを学びます！

・照明は出来るだけ省エネルギーのLEDなどを使用します。
・出来るだけ充電式の再利用できるバッテリーを使用します。

・回収容器で国産食材をメインとしたお弁当を提供します。
（廃棄を減らすため必要でない方はお知らせください。）
・ゴミはなるべく出さないよう心がけ、分別・リサイクルを行います。
（台本・原稿など廃棄されるものは制作スタッフが回収いたします。）

・各自タンブラーなどを持参、使い捨てのペットボトルや缶の飲料は控えましょう。
（普段からの心がけをお願いします。）

・出来るだけ環境に配慮したブランドを選びます。
・出来るだけ使い捨てを避けます。

・編集所の照明にはLEDを使い、本数を減らします。
・エアコンの設定温度を夏は26℃ 冬は20℃に設定します。
・出来るだけ紙の使用を減らしデータで共有します。
・作業時の食事は、回収容器を選ぶようにします。

＜日本一環境に優しいテレビ番組を目指しましょう！＞

※GREEN MEMOより

https://calc.wearealbert.org/production-company/production/17531/details




収録後～Ca r bonAc t i o nP l a n

・Carbon ActionPlanの中から１０の設問について証拠となる書面等をアップロード

■Is the costume department renting or 
reusing all items from other productions?
（衣装はレンタルやリユースか？）

■Are there any props, background or actions 
items that have a link to sustainable living 
displayed on-screen?
（画面上に、サステナブルな暮らしにつながるような小道具
や背景などが映っているか？）

すべてに回答→ロゴの送付

→伝票とその説明文をアップロード

→映像を静止画にして説明を加筆



・CO2排出量 0.76371トン
・オフセットコスト 6.87ポンド（＝約1270円）

・48の設問に対し、YES36 NO12
・番組での取り組みや内容については達成度100％
・電力・物品・資材・ゴミは59% ・移動・交通50％



12月～ リサーチ開始
…アルバートのウェブサイトにて番組を登録・記入開始

2月～ スタッフへの聞き取り・周知
…アンケート・Green Memoの作成・配布 →記入

3月1日 ①Carbon Action Plan(CO2排出削減プラン) を提出
→10点の証憑(Evience)指定メール

3月4日 トーク部分の収録・ミニコーナーロケ

3月10日頃 ②Carbon Foot Print（CO２排出量算定）提出→CO2排出量の確定
①証憑（Evidence）アップロード

18日 Albert より追加・修正の連絡
20日 番組放送
29日 認証確定の連絡

アルバート認証取得までのスケジュール

事
前

作業

事
後



認証取得を受けて

■「CO2削減を実現する方法」が具体的に
…スタッフの意識醸成へ。継続して習慣化が大事！

■アルバートのねらい・・・“数値を下げる”ことよりも“共有・姿勢”
■番組サイドの負担・・・“コスト”というよりも“手間”

★日本のテレビ番組の実状に即していない部分も
・単位が大きいため、節約しても数字には反映されにくい。（例：紙の枚数やゴミの量、移動距離など）
・エンドロール掲載までの提出から10日という壁

★会社・組織単位での取り組みの必要性
・経験したスタッフが各番組にアドバイスするなど
・ゴミ処理の方法や電力、紙の購入、ipad使用など会社単位で取り組めば多くの項目をクリアできる
・取り組む母体が増える→需要があれば、業者も出てくるのでは（例：弁当・タクシーなど）


